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21世紀型ソフトスキルとしての統計思考力の育成

～科学的探究・問題解決・意思決定のための統計教育～

東洋大学経済学部
渡辺 美智子

（統計数理研究所客員教授）

１．指導要領改訂の背景
21世紀型ワークスキル

２．スキャンズレポート
アメリカ政府レポート

1990年（産業界＆教育界を繋ぐ）

３．問題解決力向上のための
統計教育

４．分布の読み方・活用

学習指導要領の主な改善事項
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言語活動の充実

• 各教科等で批評、論述、討論などの学習

理数教育の充実

• 新しい科学的知見に対応

•統計に関する内容を必修化

• 知識・技能を活用・探究の重視

• 日常生活や社会との関連を重視

職業に関する教科・科目の改善

各種産業で求められる知識・技術・資質の育成

情報科 「情報の科学」：データに基づく問題解決

新学習指導要領解説（改訂の経緯：冒頭）

• 21 世紀は， 「知識基盤社会」の時代

• 新しい知識・情報・技術が 政治・経済・文化をはじめ社会のあら
ゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す時代

• アイディアなど知識そのものや（それを創造する）人材をめぐる
国際競争の激化
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21世紀型ワークスキル：学習とイノベーション
S21世紀パートナーシッププログラム(2002）

Scansレポート(1992)

① 創造性と革新性 ② 批判的思考力と問題解決力

③ コミュニケーションとチームワーク （PISA2012）

21世紀(知識基盤社会）

科学技術の進展

高度な情報化社会

グローバル化

情報
リテラシー

科学
リテラシー

数理
リテラシー

統計
リテラシー

✔ 科学リテラシー

現象と現象間の規則性（因果）の発見

（科学的探究のための方法論）

✔ 情報リテラシー

問題解決のプロセス・データから有意な情報抽出（データマイニング）・

✔ 数理リテラシー

不確実性の数理モデル

（データのばらつき・分布として記述・読み取り活用）

✔ 社会科学との接点：政府統計，経済統計，金融統計・・・ ，

計量心理学，計量文献学，計量政治学，計量社会学，計量経済学，・・・ 4
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• データとテクノロジーの発展

• 「現在私たちは、多くの分野で膨大な量のデータを扱い、
そのデータにリアルタイムでアクセスできます」

• 「さらに私たちは、従来よりも大規模な問題解決のための
計算能力と、アルゴリズムを迅速に実行するために必要な
速度を提供するネットワークを手にしています」

地球を
スマートに！

サプライ・チェーン：生産予測・顧客認知・マーケティング・価格設定・輸送
公益事業：電力系統全体で電流と電圧を効果的に監視・予測
航空会社：業務・顧客管理（特定のフライトにおけるノーショーの確率を予測）

病院・医療，ビデオ・ゲーム，人材管理，金融（株式の分析、リスクと価値の評価），森林管理
（植生タイプ、降雨量、火災発生確率），・・・

算数・数学科（統計内容）

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

＊個数の数え上げ
＊身の回りにある数量の
分類整理

＊資料（データ）の分類
と整理

＊二つの観点からのデー
タの分類整理

＊百分率 ＊資料の平均

＊絵グラフで表現
＊簡単な表やグラフの作
成

＊表やグラフでの表現
＊ニ元クロス表の特徴の
読み取り

＊データの分類整理 ＊度数分布表

＊絵グラフの読み取り ＊表やグラフの読み取り ＊表やグラフの読み取り
＊折れ線グラフのかき方
と読み方

＊円グラフや帯グラフ ＊柱状グラフ

【質的データの分布】
棒グラフの読み方やかき
方

【ニ元クロス表】 【相対度数，累積度数】（ヒストグラム）

【数量の大きさの比較】 【時系列，２変数の変化】【質的データの分布】＊起こり得る場合の数

第１学年 第２学年 第３学年 数学Ⅰ（データの分析） 数学A・数学活用 数学B

＊ヒストグラムや代表値の必
要性と意味
＊ヒストグラムや代表値を用
いて資料の傾向をとらえ説明
する
＊平均値，中央値，最頻値，
相対度数，範囲，階級
【量的データの分布の比較】
【コンピュータ，大規模デー
タ】

＊確率の必要性と意味へ
の理解
＊簡単な確率の計算
＊不確定な事象の確率を
用いた説明

＊標本調査の必要性と意
味を理解すること
＊簡単な場合について標
本調査を行い，母集団の傾
向をとらえ説明すること
＊全数調査

＊統計の基本的な考え方
への理解
＊データの整理・分析・傾
向の把握
＊データの散らばり
四分位範囲（偏差），分散
及び標準偏差
＊データの相関
散布図や相関係数

数学A
場合の数と確率
　(ｱ) 確率とその基本的
な法則
　(ｲ) 独立な試行と確率
　(ｳ) 条件付き確率

数学活用
　　データの分析

＊確率変数と確率分布
確率変数の平均，分散及
び
標準偏差を用いて確率分
布の特徴をとらえる
＊二項分布，正規分布
二項分布の正規近似
＊統計的な推測
(ｱ) 母集団と標本
(ｲ) 統計的な推測の考え
（ウ）母平均の統計的な推
測

小学校　「数量関係」

中学校　「資料の活用」 高校
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スパイラル，コンピュータの使用，実
際のデータ，活用，議論

科学的探究・問題解決・意思決定のプロセスを通して育成する統計的思考力

730

イ ギ リ ス と オ ー ス ト ラ リ ア と 日 本 の 統 計 教 育 の 比 較

アメリカ

カナダ

国

年齢

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
初等教育 中等教育前半

イギリス

統計グラ
フ・表・図

絵・棒
ヒストグラム・折
れ線・度数分布
表

円
散布図・回
帰直線

累積度数
表・積重ね
棒グラフ・ヒ
ストグラム

基本統計
量

範囲・最頻値
平均値・中央
値

相関
度数分布表か
らの平均値・
中央値・範囲

四分位範囲

チャンス・
確率

起こりやすさと
確率

すべての結
果の確率

相対頻度と確
率

複合事象の
確率

オースト
ラリア

統計グラ
フ・表・図

絵 棒 円・線・ドット
幹葉図・ヒストグラム・積重ね
棒グラフ・混合棒グラフ

箱ひげ図

基本統計
量

平均・中央値・
最頻値

幅・範囲
時系列グラ
フ

チャンス・
確率

可能性 結果の洗い出し
相対度数→確
率

理論確率
条件付き確率,
樹形図

日本

統計グラ
フ・表・図

棒 折れ線 円・帯

基本統計
量

平均

チャンス・
確率

基本的
な確率

日本統計学会・統計教育委員会「初等・中等数学教育における統計教育カリキュラムの国際比較～先進諸国のカリキュラムの達成目標と学習内容～」
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ア メ リ カ と カ ナ ダ と ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 統 計 教 育 の 比 較

アメリカ

カナダ

国

年齢

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
初等教育 中等教育前半

アメリカ

統計グラ
フ・表・図

絵（スケール含
む）・タリー・棒・ラ
インプロット（×を
積み上げる）

絵（スケール含む）・タリー・棒・ラインプ
ロット（×を積み上げる）・線

ヒストグラム・箱ひげ・散
布図

平行箱ひげ図

基本統計
量

最大（最頻値） 外れ値・範囲・最頻値・中央値・平均
平均・四分位範囲・散ら
ばり・関係/直線

相関係数・回帰式

チャンス・
確率

起こりそう/起こりそ
うもない

起こりやすさの程度 確か/同程度/不
可能
予測・起こりやすさ：0-1

余事象/排反事象
結果の洗い出し（樹形
図）

確率分布・条件付確
率

カナダ

統計グラ
フ・表・図

絵
線・棒・
ダリー

幹葉図
２重棒グラ
フ

相対度数・
表・円

ヒストグ
ラム・散
布図

基本統計
量

最頻
値

中央値 範囲 平均 直線

チャンス・
確率

起こりやすさ
頻度
予測

結果予測
分数
表現

理論
確率

実験確率
理論確率

予測

ニュー
ジー
ランド

統計グラ
フ・表・図

絵・棒・幹葉図 ドットプロット
度数分布表・ヒストグラ
ム

箱ひげ図・積
重ね棒グラフ

時系列グラフ

基本統計
量

（時系列データ）
範囲・平均値・
中央値

散布図

チャンス・
確率

可能・不可能 チャンス（可能性）
結果の洗い出し

樹形図 単事象の確率 事象の割合と確
率,理論的確率,
条件付き確率
（樹形図）

日本統計学会・統計教育委員会「初等・中等数学教育における統計教育カリキュラムの国際比較～先進諸国のカリキュラムの達成目標と学習内容～」

1990年代以降

海外が進める統計教育改革

初等・中等・大学基礎教育

O
OECD 国際学力調査
PISA（生徒）
PIACC（大学生・ 社会人）

数理リテラシー
「不確実性の数理」

科学リテラシー
「科学的探究」

読解力

「図・表・グラフの読み取り」

▽球炎 新ポジション効果絶大
広島 ブラウン監督の野球の常識を覆す改革（2006.4）

守備の新ポジション・・・ベースボールの発祥から１００年以上も
かけてできた定位置を変える
「大改革」

三塁手と一塁手が塁線を空けて守る守備位置

（米国から持ち込んだ）データに基づく

三塁手付近の打球は三塁線より三遊間側の方が多い。
それなら塁線の打球は捨て，
確率の高い三遊間側の打球をアウトにする発想。

「塁線を破られると長打になる」と考える日本の野球観では
試行もできない。

１年を通して見れば必ず日の目を見る。
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巨人 長野久義

西武 中村剛也

資料提供：データスタジアム

科学技術・経済に関する国際競争の激化
（人材育成）

２１世紀型ワークスキルの議論
米国 スキャンズレポート

（1992年）
イギリス デアリングレポート

（1997年）
OECD DeSeCoプロジェクト

PISA型学力
21世紀型スキル（ACT21）
日本： 経産省

社会人基礎力
文科省

学士力 10

産業界と教育者との協働
統計的問題解決力
教育に関する産業界からの要望

JSQC/TQE(瀧澤氏資料）
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Scansレポート
第3章 TOWAED A HIGH-PERFORMANCE FUTURE

日本の企業教育（統計的問題解決）に学べ・・・

1980年代後半の日本経済発展のミラクルを
指導したデミング博士

日本統計教育

昭和21年アメリカ大統領府ライス使節団来日

① 日本の政府・民間統計の復活・整備

② 戦後の日本の民主主義を育成するためには，もの

ごとを客観的・合理的に認識し判断する（力）文化，

国民の素養（リテラシー）の形成が基礎との勧告

③ 産業復興のための企業内統計教育

統計的品質管理教育 PDCAサイクル

トヨタ式 「KAIZEN」・・・Fact  Control
If Japan can, why can’t we・・・1980年・NBC

統計的問題解決のサイクル

2010/10/320
09/01/05

数学教育実践研究会 4

日本統計教育

昭和21年アメリカ大統領府ライス使節団来日

① 日本の政府・民間統計の復活・整備

② 戦後の日本の民主主義を育成するためには，もの

ごとを客観的・合理的に認識し判断する（力）文化，

国民の素養（リテラシー）の形成が基礎との勧告

③ 産業復興のための企業内統計教育

統計的品質管理教育 PDCAサイクル

トヨタ式 「KAIZEN」・・・Fact  Control
If Japan can, why can’t we・・・1980年・NBC

統計的問題解決のサイクル

2010/10/320
09/01/05

数学教育実践研究会 4

行政・教育・経営

行政評価
教育評価

1980年、NBC
「If Japan can... Why can't we?
（日本にできて、なぜ我々にできな
いのか?
ドキュメンタリーを放送

1992年 産業界から ＝＞

安かろう,ぼろかろう,から世界の

“Made in Japan”へ
同じ方法でアメリカも

12

Dr. Deming: 
The American Who Taught the Japanese About Quality 
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OECD PISA 16歳
中学生 学力調査

スキャンズ型の
ワークフォース・ノウハウ

初等・中等教育のカリキュラム改革
大学教育の質保証
（学士力・分野別学士力）

A national education-based 
assessment system

テストからアセスメントへ
“学びを学ぶ力”の自己チェック

国 や学協会での認証，資格認定

OECD PIACC
成人版学力調査

ITを活用した問題解決力

社会・仕事のノウハウを学校教育へ

アカデミックな基礎基本（only）から

問題解決的思考へ

目的を持って，
体系的に問題を

解決する訓練を徹底

14

統計的問題解決のサイクル

 PDCAサイクル

 Plan
 Do
 Check
 Action

 DMAIC
 Define the problem
 Measure the process
 Analysis the process
 Improve the process
 Control the process

日本の品質管理教育
（カイゼン） 欧米の品質管理教育

（シックスシグマ）

欧米の学校教育へ

ばらつきの標準化・管理・予測

：分布の読み方

科学（理科）・数学・技術・社会・情報

サイエンス（1996年）
全米科学スタンダード 産業界
科学的探究

（Science Inquiry)

科学の本性
（Nature of Science)

科学の文法
(Grammar of Science)

科学とは現象を注意深く
観察し，現象と現象の間
の関連性を見出し，法則

として確立すること，

現象を繰返し測定
＝不確実
（ばらつき）

15

雇用・人材育成

要求されているコンピテンシーの明示

教育機関

学校

アセスメント資格認証

学生がどのようなコンピテン
シーを持っているのか

産業界・社会

（Workplace)

学協会の役割
①ガイドラインと
評価指標の確立
②カリキュラムの
提示
③教材・授業モデ
ル・研修機会の提
供
④アセスメント

産官学連携の教育の質保証のフレーム
恒常的な教育の質改善（PDCAサイクル）

（Scansレポート 1992年）
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• The Cobb Report
– 米国数学会のカリキュラムアクションプロジェクト

– 1992年に報告書

– 統計リテラシー（狭義）の教育から統計的思考力

（統計的問題解決力）育成の教育へ

『統計と確率』は，従来に比べ相当重要な位置を与えられるべきである
Committee of Inquiry into Teaching of Mathematics in Scools,1982，イギリス
Mathematical Sciences Education Board，1990 アメリカ
（National Academy of Sciences）

National Council of Teachers of Mathematics,1989， 2000 全米数学教師協議会

国際数学連合（数学教育委員会）・国際統計協会（統計教育分科会）合同会
議，2008

統計的探究のプロセスの概念を理解し，仕事（研究）に活用する

統計的思考力：科学技術推進の第３の腕（The third arm)

統計的問題解決：SQC
Statistical Problem Solving:

1992年
AP Statistics
(検定試験）

9 million 
dollars

教材開発
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統計的(科学的）問題解決の枠組み：
Data-based problem solving

データの分析(2011/2/20) 17

課題(isuue)からデータで解ける問題(problem)に

客観的評価指標 Y (outcome)の 設定

Yに関する現状分析（分布）

Yをコントロールするための要因Xの探索

XとYの関連性の分析（因果・連関・相関分析）

コントロールできるXを制御して，

目的である指標Yの改善（KAIZEN)を図る 18

Y

X

条件付き

デ
｜
タ
行
列

ば
ら
つ
き

ば
ら
つ
き

質的変数と量的変数

データの分析(2011/2/20) 20

•Yが質的変数

•度数分布，パレート図

•Yが量的データ

•度数分布，ヒストグラム

現状

把握

• X（原因）が質的変数

• Y（結果）が量的変数

• 層別ヒストグラム

• 並列箱ひげ図

比較

•X（原因）が量的変数

•Y（結果）が量的変数

•散布図・相関関係・相関
係数

関係

•X（原因）が時間経過

•Y（結果）が量的変数

•時系列グラフ
トレンド最大

最小

75%
25%

中央値
-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

x1 x2 x3 x4 x5

図２．９　比較のための箱ヒゲ図

箱ひげ図は分布を
比較するグラフ
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小学校から高校までの

統計的課題探究，統計リテラシー，確率

対象データのレベルと使用する統計スキルを上げながら，

毎学年で繰り返されている （数学の時間数の3分の１を占める）

統計教育の方法（企業教育・海外の学校教育）

全体の問題解決のフレームワークを先に学び，
どの場面で個々の統計の手法を用いればよいのか
という点を学ぶ

ニュージーランド

22

Problem solving approach

UK: A Problem Solving Approach

First we decide 
what problem to 
solve and what 

data we need

Discuss

Process

Plan

Collect

Then we collect 
suitable data.

Then we examine 
our data and make it 
easier to understand.

We report back what 
we found – and 
compare it with what 
we expected.

イギリス：
ナショナルガイドラインの

問題解決のフレーム

レポート・プレ
ゼン・討論

（仮説と分析結
果の違い）

問題問題
データ

仮説（予
想）

統計教育の方法（企業教育・海外の学校教育）

全体の問題解決のフレームワークを先に学び，
どの場面で個々の統計の手法を用いればよいのか
という点を学ぶ

品質月間講演会(2008/11/14) 23

問題解決の枠組み
大学生の
思考力育成教材（ベネッセ）

目的指標
の決定

因果の仮説

現状把握

相関
分析

批判的思考力
因果か？
の議論

公平な比較？

算数・数学科（統計内容）

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

＊個数の数え上げ
＊身の回りにある数量の
分類整理

＊資料（データ）の分類
と整理

＊二つの観点からのデー
タの分類整理

＊百分率 ＊資料の平均

＊絵グラフで表現
＊簡単な表やグラフの作
成

＊表やグラフでの表現
＊ニ元クロス表の特徴の
読み取り

＊データの分類整理 ＊度数分布表

＊絵グラフの読み取り ＊表やグラフの読み取り ＊表やグラフの読み取り
＊折れ線グラフのかき方
と読み方

＊円グラフや帯グラフ ＊柱状グラフ

【質的データの分布】
棒グラフの読み方やかき
方

【ニ元クロス表】 【相対度数，累積度数】（ヒストグラム）

【数量の大きさの比較】 【時系列，２変数の変化】【質的データの分布】＊起こり得る場合の数

第１学年 第２学年 第３学年 数学Ⅰ（データの分析） 数学A・数学活用 数学B

＊ヒストグラムや代表値の必
要性と意味
＊ヒストグラムや代表値を用
いて資料の傾向をとらえ説明
する
＊平均値，中央値，最頻値，
相対度数，範囲，階級
【量的データの分布の比較】
【コンピュータ，大規模デー
タ】

＊確率の必要性と意味へ
の理解
＊簡単な確率の計算
＊不確定な事象の確率を
用いた説明

＊標本調査の必要性と意
味を理解すること
＊簡単な場合について標
本調査を行い，母集団の傾
向をとらえ説明すること
＊全数調査

＊統計の基本的な考え方
への理解
＊データの整理・分析・傾
向の把握
＊データの散らばり
四分位範囲（偏差），分散
及び標準偏差
＊データの相関
散布図や相関係数

数学A
場合の数と確率
　(ｱ) 確率とその基本的
な法則
　(ｲ) 独立な試行と確率
　(ｳ) 条件付き確率

数学活用
　　データの分析

＊確率変数と確率分布
確率変数の平均，分散及
び
標準偏差を用いて確率分
布の特徴をとらえる
＊二項分布，正規分布
二項分布の正規近似
＊統計的な推測
(ｱ) 母集団と標本
(ｲ) 統計的な推測の考え
（ウ）母平均の統計的な推
測

小学校　「数量関係」

中学校　「資料の活用」 高校

24

スパイラル，コンピュータの使用，実
際のデータ，活用，議論

現状分析
要因図の
作成

要因
分析

質的×量的

量的×量的

並列箱ひげ図層別ヒストグラム

散布図 トレンド線
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問題解決の道具

1. チェック・リスト （度数分布表）
2. パレート図
3. ヒストグラム
4. 特性要因図

(Fish bone's Diagram, 
Ishikawa’s Diagram,Cause & 
Effect Diagram) 

5. 層別（グループに分けて比較）
6. グラフ&管理図
7. 散布図
8. 箱ひげ図

職場の問題の95%は
これらの道具で解決できる。

25

Y
（ターゲット）

X1（要因） X2（要因）

X3(要因）

MECE
1人よりも2人、
2人よりも3人

の考え・・

質的データの分布（パレート図） 

 
 

datadatadata

26

層別効果を検出する特化係数 

 

全体集団での比率

部分集団での比率
特化係数 =

たまたま見つける

から

見つけるべくして
見つける

条件付き分布
（確率）

データ分析は層別から

27

全体集団での比率

部分集団での比率
特化係数 =

たまたま見つける

から

見つけるべくして
見つける

データ分析は層別から

28
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分布のメリハリを利用してマネジメントに活かす

死に筋商品が店を救う

30

他商品の平均購入金額

出現語の分布

要因分析：層別（分布の比較）

出現語から予測

管理

異質な集団の混在（多峰性を示す分布）

(松坂大輔の球速の分布 2005年投球データ）
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異質な集団の混在（多峰性を示す分布）

(松坂大輔の球速の分布 2005年投球データ）

山の理由
（分類基準）

の探索
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潜在している異質性の発見

正規分布の混合を当てはめる
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隠れた高速スライダーの

発見（割合と特徴）

魔球!?
36
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レセプト点数
標準化

管理・予測・マネジメント

要因分析：層別（分布の比較）

改善

管理

医療費の改善・医療行為の改善

交絡要因

失点数システム

相手の実力

PISAの問題

38データの分析(2011/4/23)

データの分析(2011/4/23) 39

処置  サイズ 有効数 有効率 

 A 40 30 0.75 

対照群 32 16 0.50 

 

公平な比較？ ＝＞ 科学的探究

システム  試合数 失点数 平均失点数 

 3バック 40 34 0.85 

4バック 32 36 1.13 

無作為
(ランダムな）

割り付け

40

送りバント 平均得点 得点確率 ケース数

しない 0.9407 0.4347 4810

する 0.8318 0.4240 993

全体 0.9221 0.4329 5803

ノーアウト一塁が発生したイニングの作戦と結果

バントの有無別の平均得点

バント無効！？ 公平な比較？
科学的探究を通して問題解決をし、

意思決定に繋げる統計思考力

データの分析(2011/4/23)
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41

選手 項目 範囲

打者 打点 >=12.045

打率 >=0.254 得点

次打者 打点 >=33.075 送りバント 平均 ケース数

打率 <=0.380 しない 0.5780 187

打率 >=0.271 する 1.0000 36

投手 防御率 2.106-3.294 全体 0.6461 223

奪三振数 >=6.048

抽出された条件での送りバントの有無別の平均得点

条件探索が重要

新課程勉強会2011/08/21 42

イギリス（ボーランドマス教材） ：政府 5億円
企業 4億円 対話型デー

タに基づく

問題解決教
材

43

分析

データを読む

(グラフ

・基礎統計）

データの

背景を

読む

（文脈）

データとデータの
間を読む

（連関・相関）

隠れたデータを

読む（Big X）

（因果に近づく）

データ

取得法

実験

（条件制御）

無作為化割
付け

非実験

データ

(調整）

観察

データ
カテゴリー

(分類コード）

• 名目・順序尺度

離散型

連続型

時系列

データ化

データ変換

• 連続＝＞

• コード化

• 変数変換

• 層別

グラフ

棒・折れ
線・円

グラフ

複合

グラフ

ドット

グラフ

幹葉

グラフ

箱ひげ図

ヒストグラ
ム

• （＝＞確率
密度関数）

散布図

時系列

分布

経験

分布

多峰性・

単峰性

外れ値

対称性・
非対称性

理論

分布

確率

分布

標本

分布

統計量
最小値
最大値

最頻値

中央値

四分位数

5数要約

範囲

四分位範囲

平均

標準偏差

相関

回帰

時系列

文脈

自分・家族

身の回り・

趣味

自然

地域

国

世界

社会・経済・

自然科学

2011/08/21
新課程勉強会

数理科学研究の推進

数理科学研究の重要性：「21世紀の科学」（2004年）（米国国家科学技術会議）
自然・社会科学の対象の複雑性が増したこと
ICT化した計測技術による超大規模データセットへの取り組み

✔米国科学財団（NSF） 2004年度の重点領域 数理科学(Mathematical Science)
基礎数学と統計科学の融合

“巨大データに関する数学的・統計的挑戦”，
“不確実性の管理とモデリング”
“複雑な非線形システムのモデリング”

✔NSF（2008年度から）
“データから知識へ”
“自然，人工物，社会システムにおける複雑性の理解”

✔文部科学省平成２０年度の戦略目標

「多様で大規模な情報から『知識』を生産・活用するための基盤技術の創出」

数理科学教育の推進

指導要領の

今回の改訂のポイント

理数教育の推進

統計内容の充実
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統計思考 Statistical Thinking
データを扱う科学

(不確実性の数理，発見科学）
Grammar of Science

Tools and theories for Data Analysis

ビジネス

経済分析
経営分析

マーケティング
情報システム

ゲーム・ギャンブル

行政

企画立案
行政評価
政府統計

自然科学

気象
化学
物理

環境

農業
自然保護
森林破壊

野生動物保護

医療と医薬

遺伝学
臨床試験

疫学
製薬

医療の標準化

保険・金融

ｱｸﾁｭｱﾘｰ
年金

金融工学
証券

社会科学

経済
社会・犯罪

集団行動分析
文化計量学

学術・行政・経営などあらゆる場面の
意思決定プロセスの科学化を支える

Fact Control
Evidence Based Practice，Policy Design

国や社会の姿を
映し出す「鏡」

<測る＞
進むべき方向を
示す「羅針盤」
＜予測する＞
経済や社会の

内部構造に迫り、
メカニズムを

解明する「内視鏡」
<制御する＞

『政府統計の構造改革』 公共財としての統計

http://www.toukei-kentei.jp/


